
部 局 長 会 議 議 事 要 旨

日 時 平成１７年２月１５日(火) 午後２時３３分～３時５５分

場 所 事務局３０１会議室

出席者 宮原総長、

鈴木(理事)、鷲田(理事)、馬越(理事)、馬場(理事)、仁科(理事)、

北見(理事)、橋本(理事)、

小泉(人)、三成(法)、永谷(経)、小谷(理)、山西(医)、浜田(歯)、

山元(薬)、豊田(工)、西田(基)、木村(言院)、髙阪(国)、

西尾(情)、平野(生)、吉本(高)、木下(微)、川合(産)、

阿久津(蛋)、野城(接)、荻原(医病)、惠比須(歯病)、金崎(言)、

佐藤(健)、井澤(レ)、辻(留)、肥塚(博)、土岐(核)、岸野(サ)

の各部局長

欠席者 中村(図)、高杉(大)

林(文)、池田(社)代 理 出 席 者

○ 前回議事要旨（案）の確認

前回（１月19日）の議事要旨（案）について、特に意見等があれば２月18日(金)

までに総務部総務課へ提出の上、確定することとした。（なお、同日までに意見の

提出はなく、原案のとおり確定した。）

議 事

１ 退 職 教 授 送 別 会 に つ い て

総長から、３月２８日（月）午後６時からリーガロイヤルホテルで開催するので、各

部局長をはじめ多数の教員の出席について要請があった。

２ 入 学 記 念 講 義 に つ い て

鷲田副学長から、入学記念講義にふさわしい講師の推薦を各部局に依頼したところ

１６部局から１６名の推薦があり、その中から河崎善一郎教授（工学研究科）、黒澤満

教授（国際公共政策研究科）に依頼することとしたい旨の提案があり、審議の結果、異

議なく了承された。

３ 基 礎 評 価 の 方 針 に つ い て

馬場副学長から、配付資料に基づき基礎評価の目的及び方針等について説明があった。

４ 公 式 Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ の 更 新 に つ い て

西尾情報科学研究科長から、配付資料に基づき大学公式ホームページのリニューアル



版を平成１７年４月１日から運用開始すること、及びリニューアルのポイントや特色に

ついて報告があった。

次いで、留学生等海外からの要望を受けて、英語版のページに英文の授業概要（シラ

バス）を掲載し、検索できるようにするため、各部局に対し、３月末を締切としてシラ

バスの整備及びデータの提供について依頼するので協力願いたい旨、併せて発言があっ

た。

５ ANN U A L R E P O R T O F O S A K A U N I V E R S I T Y （英文研究年報） 2 0 0 4 - 2 0 0 5 V o l . 6 に 係 る論文募

集 に つ い て

西尾情報科学研究科長から、第６巻の発行にあたり、締切を５月として紹介論文の募

集を行う旨の説明があり、各部局からの多数の応募について協力方依頼があった。

６ 教 員 系 以 外 の 非 常 勤 職 員 の 給 与 に つ い て

事務局長から、平成１７年度以降の教員系以外の非常勤職員に対する年俸を基にした

時間給制（職務給）の導入の目的及び現在の状況等について説明があり、併せて各部局

に対して新制度導入に伴う人件費の負担等について協力方依頼があった。

７ 障 害 者 雇 用 に つ い て

事務局長から、管轄の公共職業安定所より、障害者の雇用について、法定の雇用率に

達していないこと、及び今後３年間で雇用率達成のための計画を作成しなければならな

い旨の指導があったことの説明と各部局に対して協力方依頼があった。

８ 勤 務 時 間 の 管 理 及 び 業 務 縮 減 等 に つ い て

事務局長から、配付資料に基づき勤務時間管理等の考え方や取組み等についての説明

及び実現に向けての協力方依頼があった。

９ 教 育 研 究 等 職 員 の 雇 用 の 考 え 方 に つ い て

事務局長から、配付資料に基づき本学における教育研究の一層の発展を期すため、平

成１７年度以降の教育研究等職員の新たな雇用の取扱いについて説明があった。

1 0 最 高 裁 判 所 が 任 命 す る 「 専 門 委 員 」 制 度 へ の 協 力 に つ い て

鈴木副学長から、配付資料に基づき「専門委員」制度の概要と本学選考委員について

説明があり、今後、裁判所から本学教員の推薦依頼があった場合の各部局の積極的な協

力について要請があった。

1 1 Ｅ Ｕ イ ン ス テ ィ チ ュ ー ト ・ イ ン ・ ジ ャ パ ン （ Ｅ Ｕ Ｉ Ｊ ） の 関 西 設 立 に つ い て

髙阪国際公共政策研究科長から、配付資料に基づき設立の経緯、目的及び今後の活動

について報告があり、学内設置準備委員会の設立など、全学的な支援協力の要請があっ

た。

(以 上)


